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グループ機能とは？

「日経電子版Pro」の同一契約内の利用者間で、フォローする企業・業界や、キーワード登録など共通の設
定をすることができる機能です。Myニュースのタイムライン上でグループ共通の情報を閲覧できます。
個別記事をコメント付きでタイムライン上にシェアすることもできるため、情報共有の活性化につながります。

グループ共通の情報がタイムライン上に表示されます。
「 」アイコンが付いているものがグループ共通のフォロー
条件です。
※グループ機能は日経電子版アプリ内からはご利用できません。
スマホ、タブレットからグループ機能を利用する場合は、ブラウザから
アクセスして、ホーム画面に登録してご利用ください。
（2019年5月現在）

https://www.nikkei.com/ にアクセスし、ログイ
ン後にMyニュースを選択。
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例えばこんな使い方

■営業チャンスを逃さない

「競合他社」「商品・サービス」「人事異動」「地域」などをテーマに、グループ共通のキーワードを設定しておくだけで関連した

最新記事をいつでも一覧できます。個人に依存せず、組織として情報収集を行うことで営業チャンスを逃しません。

■若手社員の教育

「最近の若手社員は新聞を読まなくなった」というお悩みも解決します。グループ機能では、「コメント」を付けてタイムライン上

に記事を「シェア」してコミュニケーションを取ることができます。

SNSに慣れている若手社員はタイムライン上でのコミュニケーションが新聞記事を読むきっかけとなるはずです。
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グループ機能でできること

① フォローの共通設定
企業、業界、キーワード、コラムなど、グループ共通のフォロー設定ができます。

・電子版独自記事
・日本経済新聞朝刊・夕刊
・日経産業新聞
・日経MJ
・日経ヴェリタス

の記事を収集できます。

② シェア・コメント
コメントとあわせて、記事をメンバーにシェアできます。
電子版記事だけでなく、外部サイトをシェアすることもできます。
コメント機能では、チャット形式で会話することもできます。

③ グループメール
グループでシェア、コメントを付けた記事、自動収集した記事をメールで通知します。
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企業をフォローする

取引先や競合企業などをフォローしましょう。企業の最新ニュースを自動でお届けします。

企業は最大100社フォローできます。

①「新しいフォロー追加」をクリック
②登録したい企業名を入れて検索
③「フォローする」ボタンをクリック

④選択した企業が登録されました！

１
２

４

３



6

業界をフォローする

取引先の業界や自社の業界、今後注目される業界をフォロー登録しましょう。
幅広い業種・業界を細かくカテゴライズした業界一覧の中から、気になる業界を選択できます。
業界は最大67業界（全業界）フォローできます。

①「新しいフォロー追加」をクリック ②おすすめフォロー「業界」欄に表示されている業界名をクリック

③選択した業界が登録されました！

１

２
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キーワードを登録する

企業名や業界名だけでなく、定期的にチェックしているキーワードを登録することも可能です。
登録したキーワードに関連するニュースを膨大な情報の中から自動収集してお届けします。
キーワードは最大100テーマ登録できます。

①「新しいフォロー追加」をクリック ②登録するキーワードを入力
③「フォローする」ボタンをクリック

１ ２

4
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④キーワードが登録がされました！

単語をスペースで区切って複数のキーワードをひとまとめに登録したり、
英文字半角の「AND」「OR」「NOT」「()」を用いた条件式での登録
もできます。

【エコカー 電気自動車 補助金】
→すべてのキーワードを含む
【エコカー OR 電気自動車 OR 補助金】
→いずれかのキーワードを含む
【(エコカー OR 電気自動車) AND 補助金】
→「エコカー」または「電気自動車」のいずれかと「補助金」を含む

Tips
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トピック・コラムをフォローする

「きょうのことば」「価格は語る」など紙面、電子版上のトピック・コラムをフォローできます。
トピック・コラムは最大100個フォローできます。

①電子版画面内で気になるトピック・コラムを選択

③選択したトピック・コラムが登録されました！

１

２

②「グループでフォローする」を選択

3
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応用編：新聞記事の特徴を捉えた検索

新聞を読んでいる時についつい目がいってしまう記事が何なのかを考えてキーワード登録をしてみると、より自
分の仕事や興味・関心にあった記事を一覧することができます。

新聞記事内でよく使われる「単語」や「表現」を知っていると、より精度が高くなります。

➢ 業績好調な企業を見つける
⇒「増収増益 OR 最高益 OR 黒字 OR 上振れ」

➢ ヒット商品を調べる
⇒「ヒット商品 OR 売れ筋 OR トレンド」

➢ 設備投資動向を追う
⇒「設備投資 AND (新工場 OR 建設 OR 積極化 OR 生産増強 OR 供給能力 OR 量
産 OR 増産 OR 生産能力)」
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記事にコメントを付けてシェアする

グループのメンバーに読んで欲しい記事にコメントを付けてシェアすることもできます。
シェアされた記事にコメントを付け返すこともできるので、記事をきっかけにコミュニケーションを取ることもできます。

１

２

3

①記事内の マークをクリック

②コメントを入力して「シェアする」をクリック

③タイムライン上に記事がシェアされます。
「コメントする」を押すとコメントを加えることができます。
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グループメールの受信設定

自動収集した最新記事は朝・夕の1日2回メール配信することもできます。
グループのメンバーがシェアした記事、コメントを付けた記事は随時配信することもできるため、重要な記事の見逃しが無くなり
ます。

１ ２

3

①「設定」メニューの「メールサービス設定」を選択

②希望する配信頻度にチェックをいれてください。

③HTML形式でメールが配信されます。
リンクをクリックすると記事本文を表示できます。
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活用事例①
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活用事例②
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活用事例③


